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江戸時代中. 後期の住まいについての研究

東京家政学院大学

家相の文献を通してｰ

○中原暢子　村田あが

（第三報〉

殖産住宅相互㈱ 矢藤仁美

住　居　197

目的　前出２報の桔論としT .江Ｐから現在に至るまT- .家相を通しての住宅の考え方が

どう変わって来たかを，文献と，小設計事務所30年間の住宅設計の結果の調査から推論し

てみた．

方法　大lE , 昭和以.建築学界としては,I伊東忠太, 武田五一の論文を中心に.さらに家

政学界としては.大江スミ（東京家政学院大学創設者）の文献を中心として論証する.

調査としてはIIB和33年から現在まで，私の設計事務所（林・山田・中原設計同人）に於て

設計管理した戸建住宅( 杓300件）について建主が，家相にこだわった場合，全く無関心

の場合．その中間とにわけて調査してみた. 調査項目等は当日の発表資料による．

桔論　文献か|らは，家相は迷信であるとか. 衛生学であるとかいろいろ論争もさ|れている

が，科学的に解決して住宅を考えようとする傾向が見られる．特に昭和初期までは住宅の

規模が大きく，現在の2 D Kのマンションなどは問題にされそうもない．

しかし一方，現実に住宅を建てようとする建主にとっては，家相はまだ捨てがたい力をも

っている. （非常に偏った調査ではあるが，設計者は一様に家相にこだわらない意識をも

っている. )よい家相にすることで，家族が健康で，商売繁盛.子孫繁栄等の目的を積極

的にもっている人は極めて少数．しかし，“何だかわからないけど，昔からよい”といわ

れている家にしたい，“難”はさけたいのである. 桔局松浦琴鶴のいう，“人の行正しけ

れば，すべての凶相も古に変ずる”は生きているのか？

５月28日（日）第14会場　午後1:00～4:45

　　“ミニ開発”住宅における1 0年後の変化＜その１＞

　　　　　　　　　ミサワホーミングＯ小林　雅子　　住友林業　古谷　京子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家政学院大　峯　　成子

目的:’昭和50年代全般に問題となっだミニ開発”の地点｡住宅および居住者が、↑0

年を経てどのように変化したかを把え、都内における環境や住宅の問題を長期附に考える

上での資料を得ることを目的とした。

方法：1 0年前に実施された「東京都周辺区部における新規ミニ開発住宅の実態調査」

　(建設省建築研究所第＝-研究部）の追跡調査として、同地点・同対象の調査を行なった。

　開発地点に関しては前回調査と同アングルの写真をとり周辺の変化を観察した。各戸に

ついては調査票を配布し回収した。アンケートの主な項目は、住宅･･世帯に関する基本項

目の他、環境・住宅に対する満足度、住宅のていれの状況、今後の計画、地価高等の彫響

等である。

調査の桔果：対象とした区は世田谷・板橋・太田・足立の４区であるが、本報告はその内

前2区をまとめたものである。(地点: 各24、世田谷票42-28)8.板橋票80-42!l!〉

＊　調査地点の変化：地点その物がピル化や更地化したものは２～３であったが、調査不

能の中には空家、売出中、取り壊し中も含まれている。居住者に対する地価高騰の影響関

連の設問では、“影響あり“が両区共７割前後あるが、その中で多い“周辺の取り壊し、

マンション化、空家増”等は１０年前の写真比較でも多く見られた。居住者の環境評価で

は。“良くない”点で“建てこんできだが最も多く、世田谷3 1 %、板橋3 7%となっ

でいる。環境の今後に関しては、“悪くなる”見通しの方が多いの･であるが、将来も住み

続けたい予定者はほぼ４分の31となっている。


